
「積雪寒冷の旭川で障がい児者と取り組む
パラスポーツ観光と旅リハねっと」

～ 北海道旭川の取り組みから ～

• 「長野1998パラリンピック」のレガシーを抱え、今から16年前、「トリノ
2006冬季パラリンピック」に向けた取り組みからつい最近の「北京2022冬季パ
ラリンピック」までを振り返りご紹介します。

• 16年前、生まれつき車いすに乗って暮らしている五十嵐真幸はその時19歳、地
元の高校を卒業したばかりのフレッシュな社会人１年生でした。

NPO法人カムイ大雪バリアフリー研究所 北海道旭川市

会長理事 只石幸夫 ＆ 理事施設長 五十嵐真幸



只石 幸夫 (69) YUKIO TADAISHI
NPO法人カムイ大雪バリアフリー研究所会長理事

「私の生きがい」
地域内外の障がい児者を誘い
一緒に楽しむスポーツイベントを

地域で手分けして協創します。

そこで、旭川医大や地域の教育機
関、企業や団体、市民や学生、子ど
もたちと広く協働連携して、
自分たち障がい児者自らが仕事(活

動)しやすく、暮らしやすい「誰にも
やさしい地域づくり」をリードでき
るよう、応援し一緒に取り組みます。



次世代につなぐ持続可能な

「スポーツ交流で誰にもやさしい旭川づくり」



長野から四半世紀、トリノから16年経過した今は、

• 東京2020パラリンピックで活躍したパラトライアスリート円
尾敦子(視覚障がい)や車いすラグビー池崎大輔たちの報告会
兼ねて交流会開催

パラリンピック直前合宿などでちびっ子アスリートとの交流が盛んです。

北京2022パラ
直前合宿



車いす生活者 五十嵐 真幸 (Age35) の紹介

■五十嵐 真幸 IGARASHI  MASAYUKI

■病名 骨形成不全症 先天性の障がい（生まれつき）

■2005年高校卒業まで
小学校～高校まで9年間普通学校、毎日の学校送迎は家族のサポート

早く自立（仕事）して、親の負担を減らしたい（自由になりたい）

■就職を希望
履歴書が送り返される。車いすという理由で断られる

（階段がある。車いすが利用できるトイレがない。事務所が狭いという理由）

■パラスポーツ活動を推進するNPO法人設立運営に参加し、

誰にもやさしい地域づくり活動を内外でリードしている。



車いすや障がい者のイメージって？

2006.04 「旭川障がい者スポーツ振興支援会」

が主催した「トリノ2006パラリンピック写真展」

で展示会場担当スタッフとして活動開始

国際大会を招致開催して
国内外からたくさんの
パラアスリートが集まる
誰にもやさしいまちづくり
が始まりました。
アメリカ、ノルウェー、カ
ナダ、日本の4強が集いま
した。



経済産業省 「雪の中でもてなし隊」から





車いすや障がい者のイメージって？

2020 東京パラリンピック

車いすマラソンで代表を目指す

旭川って

すごい街



パラスポーツ普及・体験会・勉強会

車いすバスケ・テニス・ラグビー・野球 など パラスポーツの体験会

日本障害者スポーツ協会公認 障がい者スポーツ指導員の養成講習会の開催

パラスポーツセミナー（I’m POSSIBLE)



ウィルチェアーラグビー合宿

２０１４～２０１８

北海道ビッグディッパーズ＆埼玉AXE 合同合宿から、始まり → 日本代表合宿へ



地域との協働連携に至ったきっかけ

●イベントを運営、サポートする人達やボランティア、参加する人との交流

●イベントに積極的に参加や体験できる環境づくり （新しい体験や発見の場づくり）

●当事者がリーダーとなり、イベント企画や運営、ルール指導など活躍の場が広がる

●スポーツや誰にもやさしいイベント開催・継続を通して、
障がい児者・高齢者、たくさんの人たちの外出の機会づくり

●障がいの有無、年齢に関係なく、お互い助け合う風土づくり

旭川市民体育の日：障がいがある人でも参加できるイベントが少ない



旭川市や地域の他団体との役割分担

●イベント企画・運営

●安心安全なイベント・体制づくり

●スタッフ・協力者募集

●スポーツ交流で誰にもやさしい旭川を考える会

（他団体とも連携）
●旭川市及び近隣町

●イベント企画・運営 の相談

●開催場所の手配や検討

●告知・広報

●一緒に取り組むメリット

●旭川市や地域と協働で開催することで、参加者や協力者への安心感協創



地域と協働でイベントの企画開催 平成２９～

トレッキング自然体験会 ／ 旭川北彩都ウォーキング ／ 旭川レク・ボッチャ選手権大会 ／ バリアフルキャンプ

冬のサバイバル ／



令和元年の開催イベント

トレッキング自然体験会 ／ 旭川北彩都ウォーキング ／ 旭川レク・ボッチャ選手権大会 ／ バリアフルキャンプ

レク・ボッチャ全道大会in旭川



たくさんの笑顔



R１ 協働事業運営の継続に向けて

●継続化の為の財源は確保できるのか。

●事業の拡大により、スタッフ不足になるのではないだろうか。

●情報発信不足

→これまでの経験を活かし全道大会開催で協賛スポンサー集めの実施

→参加者がスタッフへ。参加者と協力して一緒に実施するイベントづくり

→「地域のこうほう誌」での発信、公民館や住民センターなどで発信

旭川市や地域近隣町との連携・協働で、イベント継続・発展へ



パラスポーツで広がる → 誰にもやさしいまちづくり



２００９～２０１８ ２０１９～

御輿のリード役を次世代への伝承



2019.9.18 北海道新聞

パラスポーツが地域に広がる → 地域の誰にもやさしいまちづくりにつながる

指導者や審判は、

健常者だけではない。

継続することで、

新たな需要や人材育成が繰り返される

特に障がい児を対象とする「次世代の育成」

小学校入学前の未就学児から興味を抱いて
一緒し始める仕組みを地域一体の協働連携
で協創する。

それぞれが自立、成長しながら、

地域内外で協働連携して継続する



旭川パラスポーツ協議会
旭川医科大学スポーツ医科学研究委員会

旭川障害者スポーツ協会

旭川障がい者文化スポーツ振興支援会

道北地区障がい者スポーツ指導者協議会

カムイ大雪バリアフリーツアーセンター

スペシャルオリンピックス日本北海道旭川プログラム

地域の障がい当事者たちと

旭川市や近隣の町

パラスポーツチームや選手

地域の企業、団体の方たち

ボランティアや子どもたち

やさしいまちづくりに

挑戦できる環境づくり

たくさんの方たちと協働連携して


